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刊行のことば

内堀館跡は、上今井集落の南部、千曲川沿岸の小扇状地上の扇端に位置 しています。館

跡は現在臼井家の宅地となっていますが、名称のとお り堀が現存 し、また土塁もよく残さ

れています・江戸時代後期に飯山街道の本陣として利用されていたこともあって、よく保

存されてきたものと思われます。昭和63年5月 には旧豊田村 の史跡 に、平成9年8月 には

長野県の史跡に指定 されています。

このたびは、中野市豊田支所建設課の依頼により、市道南部線道路改良工事に伴 う県史

跡内堀館跡の発掘調査を、3月 ユ7日か ら3月27日 まで実施 しました。調査 は㈱ 中野広域シ

ルバー人材センターが県史跡内堀館跡発掘調査団を組織し、中野市教育委員会の指導のも

とに進められました。

発掘調査の結果につきましては、本報告書に述べられているとお りです。本調査は、堀

の形状及び伝承にある大手門前のはね橋などの存在確認を主眼に行われましたが、調査範

囲が極めて狭かったことなどから確認には至りませんでした。 しかし、今回の発掘では、

珠洲焼片、内耳土器片、中世土師器などの遺物が出土 し、内堀館跡の歴史の一端を解 き明

かす資料が得られました。このように少 しずつでも歴史の事実を解明していくことは大切

なことと思います。

最後になりましたが、発掘調査 とその後に続 く整理作業及び報告書の作成にあたられた

㈹中野広域シルバ.___人材センター一事務局 ならびに調査団の皆様、また調査に際して多大な

御配慮 と御支援、御指導をいただいた臼井家の皆様に深 く感謝申し上げます。

平成18年3月

中野市教育委員会
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1発 掘調査の経過

1経 過

本調査は市道南部線の道路改良事業に伴 うもの

で、中野市教育委員会が中野市道路河川課の委託

を受け、㈱中野広域シルバー人材センターに委託

して実施 した。道路改良工事 は内堀館の西側堀部

分で、この部分は県史跡に指定される以前に、半

分ほど道路敷になっていた。今回の工事はその道

路拡幅で、調査面積は102㎡ 、そのほとんどが堀の

中の調査であった。

発掘調査 は堀の形 をよく残 している北側部分

(A区)と 、内堀館の出入 り口にあたる大手門前の

通路部分(B区)、 及びそれより南側の堀が残って

いない部分(C区)に 分けて行った。

調査にあたっては、A区 では堀の原形を確認す

ることに主眼がおかれた。そのため、土塁から堀

にかけての横断面を調査する必要があったが、土

塁上の巨樹根 を傷めるということで地主の承諾が

えられなかった。

B区 では、堀に 「跳ね橋」がかかっていたとい

う伝承 を受けて、橋の土台を確認することに主眼

がおかれた。 しか し、この部分は既存道路でかな

り破壊 されてお り、工事範囲外の土塁側の試掘 を

してみたかったが、地主の承諾はえられなかった。

C区 では土塁は存在するが堀の形跡がないため、

その確認に主眼がおかれた。調査範囲は狭 く限ら

れていたが、それでも堀の存在が確認された。さ

らに、土塁下の堀 も確認する必要があったが、A

区と同様の理由で地主の承諾はえられなかった。

なお、これより南、すなわち内堀館の南側は千

曲川の氾濫原に接 し、堀 は存在 しないとされてき

た。その確認 も必要であったが、道路改良工事の

範囲外で、調査の対象 とすることはできなかった。

2調 査団の構成

調査責任者 中野市教育委員会

調査団長 関 孝一

調査員 竹田 保夫

調査補助員 橋内 賢裕 関 武

作業員 徳竹 徳一、松宮 功、

横田 六三郎

事務局 ㈹中野広域シルバー人材センター

相談役 小林 修一

なお、調査 にあたっては次の方々に格別のご協

力をいただいた。

内堀館所有者 臼井和久氏、中野市歴史民俗資

料館副館長 中島庄一氏、飯山市埋蔵文化財セン

ター係長 望月静雄氏、元長野県埋蔵文化財セン

ター調査員 中島英子氏

3調 査 日誌

3月9日 ㈲ 現地において関係者 による打ち合

わせを行 う。団長 ・調査員 ・調査団事務局 ・中野

市道路河川課 ・中野市教育委員会 ・中野土建㈱が

出席。

3月15日 ㈱ 現地において地主臼井和久氏と打

ち合わせを行 う。団長 ・調査員 ・中野市教育委員

会が出席。

3月16日 ㈲ 資材 を搬入 し、C区 から調査を開

始する。

3月17日 ㈹

3月20日(月)

3月21日 ㈹

3月22日 ㈱

土。

3月23日 ㈲

A・B区 の調査 を重機で行 う。

A区 の調査 を続行

A区 の3層 から内耳土器片が出土。

A区 の3層 から中世土師・器皿が出

B区 の調査を重機で行 う。3d層

か ら内耳土器片が出土。

3月24日 ㈲B区 の調査 を続行 。

3月27日(月)C区 の調査 を重機 で行 う。

3月28日 ㈹C区 の調査 を続行。

3月29日 ㈱C区 の3b層 か ら珠洲焼片 が出土。

3月30日 困 現況実測 を行 い、現地作業 を終了

す る。

3月31日 ～5月2日 ㈹ 整理作 業、報告書 の執

筆 ・編集。

整理作業で出土遺物 の注記 はUBO5と した。 ま

た、本調査 報告書 の執筆 と編集は竹 田保夫が行 い、

関孝一・が監修 した。

一1一



II遺 跡

1遺 跡

遺跡の内堀館 は北緯36。44'・,151"、 東経138。

19/21"、 ・中野市(旧 下水 内郡豊 田村)上 今井字

南 山根663-3に 所在す る。善光 寺平 を流 下 した

千 曲川は長丘 ・高丘丘陵 と奥 手山丘陵の狭 間にさ

しかかるが、内堀館 はそ の2kmほ ど下流 の左岸 に

建 っている。 ここは上今井橋 に近 く、千 曲川 の右

岸 は大 き く東へ蛇行 し、幕 末期 に瀬替 え工事が行

われた ことで知 られてい る。

内堀館のある左岸は本沢川のかなり急傾斜な扇

状地が形成され、館はその扇端部の標高332mに

立地 している。扇端部は早 くから集落が成立する

立地条件 を有 し、内堀館の出現とも深い関わ りが

あったといえる。 とくにこの本沢川扇状地の扇端

部は湧水量がき.わめて豊富で、堀はこの湧水で満

たされていた。

扇端部の先は千曲川の氾濫原 となる。千曲川ま

での距離は300mほ どであるが、'館の南側に堀が

.存在 しないのは、氾濫原がその役割をしていたと

いわれる。また、氾濫原は稲作湿田に利用されや

すい。内堀館の東側 には千曲川の瀬替え工事が行

第1図 内堀館の地形図
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第2図 内堀館の所在地
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われた大きな蛇行部があり、この広い氾濫原など

が内堀館の生産基盤を支えていたのではなかろう

か。

2地 層状態

A区 の地層(第3図)

調査 は幅1m、 南北の長 さ14mの 範 囲で行 い、

既設道路沿 いに堀 の外側壁が確認 された。道路沿

いの地層状態 は1層(表 土)・2層(暗 褐色土)の

下 に3層 の黒色 シル トが層序 をな していた。 この

黒色 シル トは扇状地の堆積土 で、堀 の中では水成

堆積 に よる腐植黒色泥炭層 の状態 であった。 また、

この調査 区の一部 に4層(黄 褐色土 に黒色 シル ト

が斑 に混入)と5層(黄 褐色土)の 地層がみ られ

た。

B区 の地層(第3図)

A区 と同様 に1・2・3層 が層序 をな し、その

下 に3a層 の暗緑灰色 シル トが堆積 していた。 こ

の層 は堀の水 成堆積 によってで きた もの と思 われ

る。3a層 の下は7層 の砂質暗黒色土 とな り、堀

の地 山と考 えられる。

C区 の地層(第3図)

調査 は幅1m、 南北約30mの 範囲で行 った。地

層 は1・2層 の下に3b層(砂 質黒色土)が 層序

をなす。 この土層 は明 らか に水成堆積 によるが、

}
1___ぶし大 の礫 を含み、黒色土 は粘質 でない ことな

ど、A・B区 の状態 とか な り異 なってい る。その

原因は多分堀 の形 を失い、A区 のように水 を溜め

ていなかった という条件 的な理 由によるものであ

ろ う。 .

さらに興味深い ことは、この3b層 はB区3層

とまった く同一 レベル にあるこ.とがわかった。 そ

れは水 を溜め るために堀 の底 を水 平 に掘削 した結

果 である。 この ことはC区 に堀が存在 してい た証

左 となろう。 また、 この地区 はと くに湧水が多 く、

3b層 の発掘 中 に トレンチ は満水 になったほ どで

ある。 この3b層 の下 に5層 の黄褐色土が続 き、

これが堀 の地山 と考 え られ る。3b層 は土塁が終

わる付 近か ら西側 に方向 をと り、8mほ どで カー

ブを描 いて調査 区域外へ消 えて しまう。 この こと

か ら、堀 は館 の南側 まで続 いていなかった もの と

推測 される。

3周 辺の方形館跡

中世の館跡は、小布施町から飯 山市までの間に

約80箇所が確認 されている。その多 くは交通の要

所に点在するが、千曲川より東側の高杜山寄 りに

は、地形的な傾斜面がつづ くためか、めぼしい館

跡はみられない。

牛出城跡 中野市牛出に所在する。堀は方形状

で1辺 が約60mと 推定される。堀は一部で 「V」

状を呈する。郭内は約3600m2の 面積を有す。

草間城跡 中野市草間堀に所在する。単郭で土

塁の高さ2m、 東西61m、 南北45mを 有す。

安源寺館跡 中野市安源寺堀脇の高丘丘陵上に

所在する。当地方では大きな岡城で、近世平城へ

の移行過程 を示す。堀切 りに未完成の部分がみ ら

れる。方形の土塁を有す単郭で、その規模は68×

68mを 有す。

大久保館跡 中野市草間大久保に所在 し、高丘

丘陵中央部に所在する。単郭で土塁を有 し、その

規模は160×100mを 有す。

壁田城跡 中野市壁田城坂の長丘丘陵上に所在

する。飯山方面や長丘兵陵の南方一帯を展望出来

る山城である。連郭で空堀 を有す。

大俣城跡 中野市大俣大林の長丘丘陵上に所在

する岡城である。単郭で土塁を有 し、その規模は

80×70mを 有す。

立 ヶ花城跡 中野市立ヶ花表山に所在する。複

郭で空堀、土塁を有す。立地か ら千曲川 を挟んで

小布施方面を一望できる岡城である。川中島合戦

に甲越の激戦地との伝承がある。

古屋敷(風 呂屋敷)中 野市上今井に所在する。

東側は千曲川を望む崖で北、西、南の三方向を

土塁が巡る単郭である。土塁内側の面積 は約2400

㎡を有す。

高梨氏館 中野市小館の夜間瀬川扇状地上に所

在する。背後に山城の鴨ヶ嶽城をもつ。居館は東

西約120m、 南北約100mの 規模 を有 し、居館の周

囲には東西約300m、 南北約400mの 「舘回り」 を
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第3図 地層の状態
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1層 表 土

2層 暗褐色土(10YR314)に 檀色(7,5YR618)

が斑状に混じる。

3層 黒色シル ト(10YR211)水 成堆積層

3a層 暗緑灰色シル ト(7,5GY411)水 成堆積層

3b層 黒色土(10YR211)砂 質 水成堆積層

4層 黄褐色土(10YR516)に2層 が斑に入 る。

5層 黄褐色土(10YR518)

6層 黒色土(10YR211)砂 質

7層 暗褐色土(10YR313)砂 質強



配 して外郭 を形成 している。±塁の内側は東側78

m、 西側60m、 南側 と北側が 各86mあ り、東側が

長 い形 になっている。面積 は約6,180㎡ を有す。

笠倉館跡 中野市豊津 に所在の段丘端 に所在す

る。30×30mを 有す る単郭であ る。

小館居館 中野市小館 の扇状地中央 に所在す る。

形状 は単郭 である。

茶臼峯砦 中野市草 間茶臼峯 に所在 の高丘丘陵

の中央部 に所在す る。形状 は単郭 と思 われる。

篠井館跡 中野市三 ツ和篠井 に所在す る。内田

氏 の居館 と考 え られ、内 田屋敷 とも呼 ばれている。

形状 は単郭であ る。

吉 田氏 居館 跡 中野 市吉 山立 道 に所在 す る。

128m×100mを 有す。形状 は単郭 で、高梨氏 の被

官吉 田氏の居館である。

今井南城 跡 中野市上今井 に所在す る山城 であ

る。100×80mを 有 す。形状 は単郭 で、内堀 館 の

詰め城 とも考え られている。

大倉崎館跡 飯 山市常盤 に所在す る。鎌倉 時代

か ら室町時代 にかけて、 この地方の有 力な豪族が

居城 していた と思 われ る。館は背後に千 曲川を控

え、外堀の規模 は西辺約104m、 北辺34m、 南辺42

mあ り幅約10～12m、 郭内の面積1600㎡ を有す。

堀 の性格 か ら防禦的色彩が強いが、出土遺物か ら

は士豪層 の 日常的居館 の色彩 が強 い と思 われ る。

柏尾館跡 飯山市秋津地 区柏尾 に所在す る。堀

は一部現存 し、郭内の面積3800㎡ を有す。

静間神社館跡 飯 山市秋津地 区中野 に所在する。

湧水地 の断崖 に南接 し、南 ・西 ・東 に幅約7～8

mの 空堀 を 「2」 字状 にめ ぐらしてい ると推定 さ

れる。館跡東隅の堀 の形状 は 「V」 字形 をなす。

郭内の面積は2250㎡ を有す。

北畑館跡 飯 山市秋津地区北畑 に所在 する。湧

水地の断崖 に北接 し、北 ・東 ・西 に2重 の堀 をめ

ぐらす複濠複郭式構造 をとるもの と推測 される。

郭内面積は8100㎡ を有す。

内堀館の大手門
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1壁 田城跡2笠 倉館3大 俣城跡4古 屋敷5今 井南城6吉 田氏居館 大久保館跡7高 梨氏館跡

8安 源寺館9牛 出城跡遺跡10茶 臼峯砦11古 屋敷12立 ヶ花城跡13草 間城跡14篠 井館

第4図 方形館跡の分布図
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皿 遺構 と遺物

1遺 構

内堀館の遺構は建物と庭園、及び館 をめぐる土

塁と堀 に代表 される。全体測量図がないため、今

回の調査で測量を計画 したが、土塁や堀がかなり

荒れており、実施に至らなかった。

ところで、中世頃に築かれたとされる土塁は堀

の掘削土を積み上げ、かな り堅牢に作 られている。

後世の変形部分もあるが、土塁の北西隅 と南西隅

は一段高 く、当時の隅櫓のような建物があったの

かもしれない。また、西側には大手門と土塁を切

り通 した通路があるが、伝承では堀に跳ね橋がか

かってい た とい う。いつ ごろの伝承か定 かで はな

いが、大手 門は中世以 降の建物 で、当時の面影 を

残 してい るようで もない。土塁の機能が集中 して

い るようにみえる西側 に対 して、東側 の土塁は南

側へ い くほ ど高 さはな くな り、やがて土 塁は消 え

て しまう。

土塁 と一体 をなす堀 は、千 曲川 の氾濫原 に接す

る南側 にな く、馬蹄形に東 ・北 ・西側 を巡 ってい

る。 その保存状態 は東側 と北側 はおお むね良好で、

原形 を とどめているが、西側 は道路敷で半分 ほ ど

失 ってい る。現状 の規模 は、東堀が幅約10m、 長

さ約35m、 北堀 は幅約14m、 長 さ約72m、 西堀 は

幅約10m、 長 さ54mを 有す。

今 回の調査 は西堀 に沿 った既設道路 の拡幅 によ

第5図 内堀館略測図
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る もので、調査 範囲は狭 く、 ほ とん どが堀の 中で

あった。 これで は堀 の状態 を把握す るこ とはで き

ず、工事:範囲外 の試掘 も必要 であったが、実施 に

は至 らなか った。いずれに して も限 られた範囲の

調査で あったが、い くつかの新事実が判明 した。

その1は 、A区 において堀 の外側 の壁が一部確

認 され たこ とであ る。壁 にはテ ラス状 に1.5mほ

どの張 り出 しがみ られた。 この側壁 の延長線 をた

どる と、堀の原形幅が推定 で き、現在の既設道路

と民家倉庫の一部が堀 の中に入 る。

その2は 、B区 の大手 門通路 であ るが、現状 は

堀 の形 を失 っていたが、地層状態か ら明 らか にA

区に続 く堀が存在 していた。堀 の底 は平坦 な掘削

と思 われる。堀 にかかる跳 ね橋 についてはその形

跡 さえ把握で きなかった。

その3は 、C区 も現状 は堀 を失 っていたが、地

層状態か ら堀の存在 が確認 され、西堀 を構成 して

いたこ とが わか った。ただ、堀 を満た していた水

は豊富 な湧水であったが、そ の水 をどこでせ き止

め、南側 の氾濫原 にどの ように接続 させ ていたの

か、その形跡 は不 明である。

2遺 物

遺物はいずれも堀内の堆積層3層 と3b層 から

検 出 された。内耳土器片4点 、中世土 師皿1点 、

珠洲焼片2点 、火輪1点 であった。

1中 世土 師皿(第6図1)A区 の壁際3層 か

ら出土 した。 口径11,3cm、 器高3,4cm、 胎土 はにぶ

い黄榿色 で金雲母粒 を含 む。 回転台 で成形 され、

底部 に糸 きり痕 を残 す。底部か らやや内湾気味 に

立 ち上が り、 口縁部 でやや外反す る。

2内 耳土・器の口縁部(第6図2)A区3層 か

ら出土 した。胎土は褐灰色、外側 に炭化 物が付着

す る。 口縁部 は平坦 に切 られ、内側 に削 られて狭

くなる。 口径 は約21cmを 有す。

3珠 洲焼片(第6図3)C区3b層 か ら出土

した。甕の胴部 と思 われ る。

4内 耳土器片(第6図4)B区3層 か ら出土

した。胎土は黄褐色、 口縁部 内側 に炭化物が付着

す る。口径 は33cmを 有す。

5内 耳土・器の口縁 部(第6図5)口 縁部 は平

坦 に切 られ、胴部 は口縁部 に比べ薄 くなる。

6五 輪塔 の火輪(第6図6)A区3層 か ら出

土 した。器高 は15cm、 幅約31cmを 有す。上面 に約

1,5cm、 下面 に約4cmの くぼみが ある。

7須 恵器 の底部(第6図7)C区3b層 か ら

出土 した。 自然粕がかか り、胎土 は暗赤灰色 、砂

粒 を含 む。

第6図 出土遺物

9



IVむ す び

1内 堀館 に関する文献

内堀館の堀 と土塁は1997年(平 成9)に 長野県

史跡に指定された。大手門前の通路脇に次のよう

な説明が記 されている。「長野県史跡 内堀館跡

(堀と土塁)」平成9年8月14日 指定

上今井集落は千曲川の扇状地にあり、内堀館は

集落の南部、扇端に当たる所 にある。現在は臼井

氏の宅地 となっているが、名称のとお り堀が現存

している。江戸時代後期 に飯山藩の本陣 として利

用 されていた。

外郭の存在は不明であるが、当館は堀敷を除い

て規模ぱ55m×60mほ どの方形で、周囲に、高 さ

約5mの 土塁 と幅約10mの 水堀を馬蹄形にめぐら

している。

外側を堀で取 り囲み、内側に土塁を築いて防御

を固め、その中に建物 を配置するという中世貴族

の典型的な屋敷地の景観 をとどめている。

また、千曲川に面 した部分に堀や土塁がな く開

放 されている。居館形態は、北信濃における館跡

の地域的な特色を示す可能性があり、今後の研究

材料 としても重要である。

なお、県下の館跡にあって、その残存状況は良

好であり貴重な史跡である。

『豊田村誌』1963年(昭 和38)に は 「現状は西方

から北方に土塁をめ ぐらし、土塁の外 には堀を廻

らしてあって、土塁の上 と堀の外側に樫の大樹が

森列 してお り、堀 には水を湛えている。これ内堀

の名の生 じた原因であろう。これよりやや遠 く離

れた所にも所々櫻の大木が見えるが古はそこ迄こ

の屋敷で外堀があったそれで現在の堀 を内堀 とい

うのであるとの話をした人 もある。土塁 も元は恐

らく馬蹄形になっていたものであろう。(以下省

略)」 と記 している。

『日本城郭体系』長野 ・山梨 新人物往来社刊

1980年(昭 和55)に は、「上今井集落は千曲川沿岸

の小扇状地上にあ り、内堀館は、集落の南部、扇

状地の扇端に当たる所にある。現在は臼井氏の宅

地 とな って い るが、名称 の とお り堀 が現 存 し、

満 々 と水 をたたえてい る。江戸 時代後期 に飯 山藩

の本 陣 として利用 された こともあって、 よ く保存

されて きた もの と思われ る。

外郭 の存在 は不明であ るが、当館 は堀敷 を除い

て規模 は55m×60mほ どの方形 で、周 囲に、高 さ

約2.5m～3mの 土 塁 と幅約10mの 水 堀 とを馬蹄

形 にめ ぐらした館 である。南方 のみ防御が薄 いが、

恐 らく当初 は千曲川が館 の直下 を流れ ていた もの

であろう。

今井の地 については、鎌倉時代末期 の嘉暦四年

(1329)の 「鎌 倉幕 府下 知状案」(「守 矢文 書」 所

有)に 「太 田庄 内赤治(沼)郷 豊後大夫判官、小

玉郷地頭等 、付 同庄 内野村上 ・今井」 とあ るのが

初見であ り、太 田庄 に属 していた ことがわかる。

従来の説 では内堀館 を新 しい年代 の構 築 とする

考 え方があ るが、館構築の時期 については今後 の

研 究 を必 要 としよう。 なお、館 の北方 約120mの

場所か ら、応仁元年(1467)の 銘 のある宝 筐印塔:

が発見 されている。」 と述べ ている。

2発 掘調査の所見 と問題点

前段で研究史的な意味を含めて、内堀館に関す

る三つの文献を引用 したが、内容はいずれ も大同

小異である。基礎的な調査がまったくなされてい

ないだけに、今回の調査は意義深い。以下、発掘

調査の所見 とい くつかの問題点をまとめておきた

い○

(1)全体測量図について

今回の調査で必要性が痛感されたことは、内堀

館の正確な全体測量図であった。限られた調査期

間の中で測量を試みたが、完成できなかった。館

の建造物調査や民俗資料調査 ともども、改めて実

施する必要があろう。

(2)居館の構築年代について

今回の調査は主に堀の中であったが、水成堆積

層か ら中世の遺物が発掘 され、堀 と土塁の構築年

代が中世までさかのぼることを確認 した。応仁元

年銘のある既出の宝筐印塔 と照合 しても、室町時

代を下らないと考えてもよいであろう。
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(3)外郭の存在について

いわれているように、「内堀」の名称から「外堀」

の存在が推測 されている。外郭の調査 については

対象外で、その確認はしていない。今後の課題 と

される。

(4)居館の形態について

今回の調査で堀の形態が失われていた西側に、

明 らかに堀が巡っていたことが確認された。した

がって、内堀館は三方を水堀 と土塁で囲み、中に

建物を築 くいわゆる馬蹄形の方形居館で、周辺の

居館跡と共通する点が多い。いわれているように、

北信濃の地域的特色かもしれない。それは居館の

立地に由来 していると考えられる。

内堀館の場合、館の南側は千曲川の氾濫原に面

し、この湿地が堀や土塁の代 わりをしていたとい

える。一説にいう 「南方のみ防御が薄いので、恐

らく当初は千曲川が館の直下を流れていたもので

あろう。」という推測は何の根拠もない。湿地であ

れば十分防御の機能がはたせたはずである。それ

にこの湿地は平常時には稲作の湿田として利用さ

れていたであろう。同じく他の居館跡においても、

湿地が重要な立地条件になっていたに違いない。

最後に、発掘に参加 していただいた方々には雪

がちらつ く3月 末の調査 にもかかわらず、誠心誠

意ご協力 をたまわった。今回の調査が内堀館の研

究にいささかでも貢献できたと自負 している。
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写 真 図 版



図版1

1、 内堀館遠景(東 側 から)

2、 内堀館近景(南 側から)
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図版2

1, 北側堀

2、 東側堀
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図版3

1、 西側堀

2、 西側土塁(南 側 から)
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図版4

1、A区 地層断面

2、C区 地層断面
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図版5

1、 調査区範囲

2、 中世土師皿 出土状況
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図版6

1、 発 掘風景(A地 区)

2、 出土遺物(Noは 第6図 と同 じ)
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